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機種（メーカー） 概要 検査所要時間（目安）

東芝 ・単純ＣＴ
AquilionCX ・造影ＣＴ

ＣＴ装置 （128ﾏﾙﾁｽﾗｲｽＣＴ） ・ＤｙｎａｍｉｃＣＴ 5～15分

・血管３ＤＣＴ　等

ご希望により３Ｄ画像やＭＰＲ画像
(任意断面)が高精細で得られます。

東芝 ・単純ＭＲＩ

・造影MRI

・ＤｙｎａｍｉｃMRI

ＭＲＩ装置 EXCELART　Vantage ・ＭＲＡ（ＭＲアンギオ）

・ＭＲＣＰ（胆管、膵管）　      20～60分

・Ｄｉｆfusion(拡散強調画像）

・ＶSRAD（もの忘れ診断補助ソフト）

　 ＭＲＡは造影剤を使用せずに

   高精細な3D画像が得られます。

東芝 ・骨シンチ

ＲＩ装置 ｅ-CAM ・脳血流シンチ

・３Ｄ－ＳＳＰ（脳血流解析）

マンモ専用 シーメンス
撮影装置 MAMMOMAT ・検診マンモグラフィ撮影技術認定

3000Nova

GE横河メディカル ・通常の腹部断層撮影

LOGIQS6 ・カラードップラー

フィリップス ・通常の心臓断層撮影

SONOS7500 ・カラードップラー

日本光電 ・脳波のデジタル記録

EEG7414 ・波形の再解析

※検査所要時間は検査を開始してから終了するまでの目安とし準備などを含みません。
   患者様の状況によっても異なりますのでご了承ください。

脳波計 約1時間（状況により異なります）

10～15分

エコー装置
（腹部・乳

腺）
約20分

心エコー装置 約20分


